
　    事例紹介
　2014年3月に、自動車用品メーカーの担当者が、EU輸出に向けてチャイルドシートの認定基準（玩具指令EN71-3の一環）を自ら作成
して、内容や技術的な判断について相談にやってきました。この方は外部セミナーや技術相談も積極的に活用し、十分な準備をしていた
ので、管理基準や文書などは完成度が高いものでした。私は、資料の中で足りない項目などを指摘し、改善案を提案しました。2か月後、実
際に修正した基準書を再度持って来られました。このとき、EU以外の国に対しても輸出可能な総合的な海外向け管理基準にブラッシュ
アップしたいという相談を受け、必要な提言とアドバイスを行いました。

海外規格への対応は
トップの理解が鍵

　 ますます重要になる海外規格対応
　現在、日本市場は縮小傾向にあり、事業を継
続させていくためには、中小企業にとっても海
外輸出は大きな課題になります。ヨーロッパに
向けて電子・電気機器を輸出する場合は、
RoHS指令の要求する基準を満たしていない
と法令違反になってしまい、その製品を売るこ
とができなくなります。EU地域に販売してい
る自社の製品に違反が見つかった場合、その製
品を回収しなければなりません。もちろん、大
企業にとっても大きな損失になりますが、中小
企業にとっては死活問題です。そのため、
RoHS指令、REACH規則といった海外規格へ
の対応は避けては通れなくなるでしょう。

　 規格対応にはトップの理解が重要
　中小企業が海外規格に対応していくために
は、何よりも企業のトップの姿勢が重要にな
ります。なぜなら、RoHS指令、REACH規則な
どの規格が求める基準を満たすためには、製
品に含まれる有害物質をきちんと管理するシ
ステムを導入する必要があるからです。その
仕組みをつくるには、設計、製造、資材、品質管
理、営業など、社内のすべての部署が協力しな
いと前に進みません。

　MTEPには企業の技術部門や企画部門、品
質管理部門などの担当者が相談にいらっしゃ
います。しかし、私たちとしては、企業のトッ
プの方にもぜひ同行していただきたいと思っ
ています。トップが決断することで、社内が一
丸となって海外規格に対応する雰囲気を醸成
していくことができますし、部品などの供給
元となる企業にデータや資料の開示を求める
働きかけをスピーディーに行うことができる
からです。

　 『デューデリジェンス（Due Diligence）
　 やるべきことをやる』自ら考えて
　 改善していく姿勢が大切
　RoHS指令の基本的な理念は、基準を守る
ために自社でルールや手順を決めて実行して
いくというものです。そのため、事業者自らが
作業工程や管理手法を改善していくという自
主性が求められます。担当者の方とともに
トップの方と直接お話しをすることで、その
ような理念をお伝えすることができます。そ
れぞれの企業が主体性をもって海外規格に適
合していくお手伝いをさせていただければ喜
ばしいことです。

岡野 雅一 専門相談員
おか　　の         まさ    かず

プロフィール
ソニー（株）にて、環境品質管理、海外/国
内品質保証、取引先指導、海外統括業務等
に携り、35年間現場のものづくりの指導
に携わった。特にRoHS対応に基づき、ソ
ニーグリーンパートナー制度の基礎を構
築、EU、USA、東南アジア、中国の現地に
おける環境監査指導員を育成。海外取引
先の指導を通じて、EEE業界の環境品質
管理の基礎：源流管理とサプライヤ
チェーン構築のための人材育成に貢献し
た。
現在は、RoHS/REACHのコンサルを行
う。また、品質管理を含めたサプライ
チェーン構築の指導を行う。

火曜日担当
専門：RoHS、REACH

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここでは、MTEPの専門相談員がよくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

    輸出製品技術支援センター＜本部＞ TEL 03-5530-2126お問い合わせ

世界に勝つものづくりのコツ
MTEP 専門相談員紹介

第7回

【中小企業の皆さまへ】
　現在、日本は経済的にも厳しい状況が続いています。中小企業の方々にとっては、海外規格に対応して
いく仕組みを整えることは、資金的に厳しい場合もあるかもしれません。しかし、短期的なことだけに目
を奪われていると、企業としての存在価値を下げてしまいかねません。RoHS指令、REACH規則は大きな
ハードルですが、それを乗り越えることで、会社として大きく成長することは間違いありません。
MTEPには技術相談だけでなく、生産現場にお伺いして、具体的に改善策を話し合う実地支援もあり
ます。実地支援は有料ですが、企業ごとの個別の課題を短期間に解決するには有効な方法です。専門
相談員が実際に現場を見ることによってできるアドバイスもたくさんありますので、ぜひご活用く
ださい。

  ……………………………………………………………………………………
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　実証試験セクターでは、機械・建築用部品や生活用品など、さまざまな製品・材料について、荷重試
験、硬さ試験、ねじり試験、ねじ締付け試験、疲労試験および落錘衝撃試験を行っています。今回は、「大
型・長尺製品の荷重試験」に対応した100 kN精密万能試験機についてご紹介します。

※公益財団法人JKAの平成25年度RING!RING!プロジェクトによる補助事業により導入しました。

100kN精密万能試験機100kN精密万能試験機
実証試験セクター　

装置の概要 活用事例

　製品開発や品質管理において、製品の故障や事故を未

然に防ぐために、構成している機械要素や使用している

金属材料の強度を確認・検証することは必要不可欠です。

本装置では、製品や金属材料に最大で100 kNの圧縮・引

張荷重を負荷し、耐荷重、破壊状況、引張強さ、伸びおよび

絞りなどの機械的性質を調べることができます。さらに、

試験空間が広いので、従来よりも大型・長尺製品の試験に

対応しています。

仕様

大型製品の試験例

多種多様な試験治具

ビデオ伸び計の使用例

●型式 ： AG-100kNX（（株）島津製作所製）
●ロードセル容量 ： 1、20、100 kNの3種類
●テ ー ブ ル 寸 法  ： 1000 ×1200 mm
●引張ストローク ： 最大約1200 mm
●ビデオ伸び計視野 ： 最大800 mm

料金例

◆大きな試験空間を生かした大型製品の試験
　巨大な試験テーブルと長い試験ストロークにより、大

きな試験空間を実現しています。この特長を生かし、これ

までは困難であった1000 mm角の大型製品に対する強

度試験が可能です。

◆多種多様な試験治具を用いた各種強度試験
　引張、圧縮の他に、3点曲げ、4点曲げ、ボルト引張、木材

せん断や釘引抜きなどに幅広く対応できる試験治具を用

意しています。また、試験テーブルにはT溝スロットが加

工されており、これらを生かした自由度の高い実証試験

が可能です。

◆広視野のビデオ伸び計で破壊状況を解析
　試験荷重とともに、試験品の変形や破壊状況を撮影し、

荷重と画像を重ね合わせることができます。また、接触式

伸び計が使用できない細線のひずみ測定や複雑な破壊形

態を解析できます。

●製品の荷重試験　
　1試験につき　6,027円（中小企業の場合3,013円）
　たわみ測定を伴う場合　8,958円（中小企業の場合も同額）
※試験料金の詳細は、お問い合わせください。

   実証試験セクター＜本部＞ TEL 03-5530-2193お問い合わせ
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